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７月 23日、平成 27年度の多摩棕櫚亭協会活動報告会を行ないました。当日は利用者・ご家族・行政機関・

福祉関係者など 70 名を越える参加者で、ピアスは熱気でいっぱいにあふれました。特に関係機関の方からは

「高齢者見守り」や「こどもの貧困」に対して棕櫚亭の活動が地域の福祉活動の一端を担っていることに感謝

しているとコメントもいただきました。限られた時間で各事業を解りやすく伝えたくスライドやビデオを使用

しましたが、撮影に協力してくれたメンバーの思いは参加者に伝わったようで、アンケートにお褒めの意見を

沢山いただきました。私達が伝えたかったメッセージは「精神科病棟の開放を訴え実践してきた世代から、次

にバトンタッチがなされていくなかで、社会参加の機会、例えば精神障がい者の就労機会の拡大や定着支援な

どの新たな課題をしっかり受け止め、これからもメンバーの幸せ実現を支援したい」ということです。「その

ためには、これまでの実践の上に時代に合わせた知見を重ねながら、職員一人一人が力をつけていきたい」と

いう発言をさせていただくよい機会となりました。 

第二部の講演会ではピアスのプログラムの講師である中村干城氏に発達障害者のコミュニティ支援の必要

性というテーマで講演していただきました。「発達障害者を支援する上で健康的なコミュニティの存在は欠か

せない」という言葉から始まり、発達障害の概要や制度、取り巻く現状の変化、支援の課題など幅広くお話し

いただき、あっという間の 2時間でした。切れ目のない支援の必要性や、本人の価値観や世界観を支援する側

が理解する必要があること、グループで受け入れられる体験から自信をつける、さらに 5年先を見越した支援

をデザインできているかなど、どれも大切な事ですが取り組みきれていない事ばかりです。参加者からもたく

さんの質問やアンケートをいただくことができました。ある当事 

者の方からは『難しい話だったけど、自分にも当てはまるとこが 

たくさんあると感じた』とのコメントが。こういった機会がより 

良いコミュニティ作りの一助になれば幸いです。御参加・協力 

いただいた皆さんには重ねてこの場でお礼申し上げます。 

（荒木・吉本） 

SSKP はれのちくもり 

棕櫚亭通信 第 7９号 

多摩棕櫚亭協会活動報告会についての報告とお礼 

「津久井やまゆり園事件」を考え続ける 

7 月 26 日に発生した相模原市の障害者施設「津久井やまゆり園」の事件から、早いもので 2 ヵ月が経とう

としています。この事件は 19 名の尊い命が奪われるという、今までに類を見ない残忍なものでした。でもこ

の事件を追ってみると「極端な優生思想を持った男が起こした異常な事件」と断じきれない問題が浮上してき

ます。「精神障害者と措置入院」「開かれる施設とセキュリティー」「障害をオープンにしていく事と匿名性」「障

害者施設で働く職員とワーキングプワー」など、相反する価値をキーワードに様々な問題が横たわっています。

そして最後には、誰もが心の中に持っている「差別意識」が頭をもたげ、自分達の軸足をどこに置けばいいの

か途方に暮れるというのが正直なところです。棕櫚亭では 8月に２回の勉強会を開き、職員一人一人がこの事

件に対する様々な思いを語りました。そして、９月２６日には、障害者団体が呼び掛けあって参議院会館で行

われる「相模原障害者事件に対するアピール行動」に参加する予定です。「思考停止では扉は開かない」そんな

言葉を胸に、この事件と向き合っていきたいと思います。また、折に触れご報告出来ればと思います。      

（常務理事：小林 由美子） 
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 あの相模原事件の衝撃から 1ヶ月半が過ぎました。消化できない思いを無理やり押し込ん 

で慌しく日常は回っています。職員ともメンバーとも折りに触れて話しながら、複雑に絡まり 

あう要素をそれでも看過せず、考え続けよう意識しようと言い合っています。 

ピアスと本部の入るビルには毎日いろいろな方が、訪れます。毎日のトレーニングの人、 

初めての相談の人、関係機関から企業、実習先の方、職員応募や、古くからの知り合い、 

ピアスやオープナーの OB,家族、営業や業者など枚挙に暇がないほどです。ビルの階段下 

にある入り口付近は笑顔や明るい挨拶に混じり、時には緊張感やため息、挫折などいろいろな思いがすれ違う

不思議な交差点のような雰囲気です。 

ここで 20 年間、その前の 10 年を入れて、もう 30 年も棕櫚亭で働きましたが、今年 11 月の理事長交代、

来年 3 月の退職を思うと一つ一つが貴重な一瞬に思えます。その前の 15 年の精神病院ワーカー時代に、実に

多くの精神障害者が理不尽な目にあっていたのを見てきました。いまだに忘れられない場面の数々を土台にし

て始まった地域活動＝作業所作りだったので、次の世代に全部伝えていかなければの思いがここのところ強く

なってきています。昨年から階層別の連続研修(天野ゼミ)を行なっていますが、我ながら力が入っているのか、

(ただの加齢によるものなのか？)終わったときにはぐったり疲れている自分がいます。シンポジウムや講演な

ども、電車の乗り換えに不安を感じながら、もう一息もう一息と自分に言い聞かせながら出かけることもあり

ます。発信がどこまで届いているのか心もとないこともありますが、時に応援してくださる人のメッセージが

届いてそれがとても心に沁みるようになりました。今回はその手紙の一つを紹介します。 

 

発信はどこまでも ～いろんな人に繋げたい～ 

理事長 天野聖子 

 

去る 7月 9日（土）あみ東京全国大会 2日目、分科会 3「世代交代について考える」に参加した

感想をお伝えしようと思い、こうしてペンを取っております。 

棕櫚亭の生い立ち、天野さんの生き様、今現在考えてらっしゃること、たっぷり勉強させていただ

きました。印象として、若い時はやる気と熱意があれば、まず１つは事を成せるのもあるのかなぁ、

と思いました。才覚、計画性、仲間も大切ですよね。私が居た頃のピアスは、とにかく楽しかった。

喫茶、マドレーヌ、お弁当詰め、配達。働きたい精神障がい者のために、どれだけ天野さんたちが

身を粉にしてくださったのだろうと、今更ながらに痛感しました…。その節は本当にありがとうご

ざいました。(組織は愛と理念だけではできない)名言だと思いました。それでは、私ならどんな答

えなんだろう？天野さんは、良い人材を育てることが大切、と言っていましたね。私もそう思いま

す。現在ライフパートナー（※注１）の新人教育を頑張っています。私も軽い楽しい話もしながら、

トークのコツ、発表時のポイントなどを伝えています。自分はもう教える立場、フォローするポジ

ションに来ているんだと思いました。天野さんの、(組織は何もしないと 10年でクサる)という手厳

しいフレーズ。ライフパートナーは正に今年で 10 年。解散することなく存続し、更なる発展は続

いています。しかし、この節目の年、気を引き締めていかなければいけないと、痛い位に思いまし

た。ライフパートナーもピアスタッフの代名詞と思っている方も少なくないようです。しかし、そ

こにアグラをかいていては、あっという間に時代の波に飲み込まれますよね。 

(人は外に出ると大きくなる。)正に測ったような頃合いでリカバリーカレッジ運営委員会に入り

ました。10年急がないといけない。10年後は私は 55歳。いったいその時ライフパートナーは、リ

カバリーカレッジは、そして私自身は…、一体どうなっているのでしょう？天野さんのように後世

に残せるモノを作れているのでしょうか？それは、今正に正念場なのかも知れませんね…。 
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師とあおいでいた方々が、どんどん引退されていきます。これから若い方を引っ張っていかなけ

れば…。私は当事者だからと甘えていてはいけない。自分の意志を持って、何をしたいのか、どう

進みたいのかをちゃんと自分で考えなければと思います。このことを、天野さんにはずっと以前か

ら教わって来たと思っています。本当にありがとうございます。私はきっと今が旬なのかも知れま

せんね。 

折しも都知事選の最中、本当に誰に投票しようか…。東京を失ついさせるような輩には決して投

票したくありません。当事者だからと甘えたくもないし、甘やかされたくもないです。私の信じた

道、これからも進んで行きますね。 

ライフパートナーをしていても、しばしば患者さんにお礼の手紙を頂いたりもします。天野さん

も言ってくださいましたがやはり私の天職なのでしょうね…。棕櫚亭に出会えてはらからに出会え

て、天野さんや伊澤さんに可愛がっていただけて私は本当に幸せです。年度末まであと 8か月、お

体を大切に駆け抜けてください。天野さんの走り抜けた一筋の光の線は、いつまでも消えずに輝き

続けると私は信じています。 

(塩田由美子様より頂いたお手紙から抜粋） 
 

※注１ ライフパートナー：社会福祉法人はらからの家福祉会のピアスタッフ 

多摩棕櫚亭協会 

ウェブサイト 

全面リニューアル 

このたび当法人のウェブサイトをより視認性・デザイ

ン性の高いものへリニューアルしました。 

是非ご覧ください。 

http://www.shuro.jp/ 

POINT 1 

スマートフォン対応しました 

 

POINT 3 

当事者の声や表情をありのままに感じ取っていただけ

るよう、たくさんの写真を使っています。 

 

 

ロゴも生まれ変わりました 

茶色・緑・黄色で棕櫚の木をイメージ。 

 

棕櫚縄のような強さと柔らかさを。 

棕櫚亭は時代の今を切り取りながら進化し続けます。 

 

POINT 2 

講演会・研修情報や、法人本部・各施設のリアルタイ

ムな情報を発信していきます。 

理事長のコメントも随時掲載しています。 
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【編集】国立市富士見台 1－17－4ピアス内   

はれのちくもり編集委員会 

Tel 042-575-5911 

【発行】特定非営利活動法人 障害者団体定期刊行物協会 

〒157-0072世田谷区祖師谷 3-1-17-102 

Tel 03-6277-9611 

【定価】100円 

【編集後記】 

ウェブサイト及びロゴのリニューアルに伴い、このは

れのちくもりのデザインも一新してみましたが、いか

がでしょうか。 

あっという間に夏は去り、朝晩は冷え込むようになっ

てきました。秋の長雨にお体を冷やさぬよう、どうぞ

ご自愛くださいませ。（尾崎） 

平成 28 年度賛助会費お振込み用紙同封のお知らせ 

賛助会員の皆様には、いつもご支援賜りまして本当にありがとうございます。 

今月分のはれのちくもりにて、平成 28 年度賛助会お振込み用紙を同封いたしました。 

個人会員様 2000 円、団体会員様 5000 円にて、引き続き変わらぬご支援を頂けましたら幸いです。何卒

よろしくお願いいたします。 

賛助会費払い込みのゆうちょ銀行口座番号は下記になります。 

 

口座名義 （社福）多摩棕櫚亭協会賛助会 00110-2-425269 

棕櫚亭 I 

9/23（金）BBQ大会 

10/16（日）ふれあいスポーツの集い 

11/6（日）市民祭（ポップコーン売ります） 

12月 忘年会 

オープナー 

9/29（木）ネットワーク連絡会議 

12月 当事者セミナー 

ピアス 

10/8（土）家族説明会・懇談会 

10/18（火）ビルメンテナンス協会講師派遣 

10/19（水）帝京大学 講演 

11/22（月）YMCA学園 講演 

法人本部 

11/13（日）半期理事会・評議委員会 

役員改選（新理事長が決定します） 

寄付のお礼 

昨年に引き続き、森内勝己さんより法人に 30 万円の寄付を頂きました。棕櫚亭も創設世代からの組織継承

に取り組んでいますが、森内さんは継承の先輩です。一緒に働いていたころから大分年月が過ぎましたが、

今も東京へ来る時には棕櫚亭へ立ち寄ってくれ、お互いの近況を含め、昔に戻ったような楽しい時間を過ご

しています。大事に大事に使わせて頂きます。ありがとうございました。 


